
楠
隼
中
学
校
・
高
校
だ
よ
り

全
国
か
ら
生
徒
が
集
う
全
寮
制
中
高
一
貫
教
育
校

第
3
回
文
化
祭
開
催

　

６
月
22
日
（
土
）、
第
３
回
文
化
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
新
時
代
〜
令
和
に
僕
ら
の
彩
り
を
〜
」で
し
た
。

多
く
の
保
護
者
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
約
２
週
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
各
ク
ラ
ス
が
団
結
し
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
た
結
果
、
素
敵
な
発
表
・
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
中
学
１
年
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
「
あ
り
が
と
う
平
成
」

と
題
し
、
初
め
て
の
文
化
祭
で
緊
張
し
な
が
ら
も
平
成
の
名
曲
で
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
息
の
合
っ
た
合
唱

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
は
い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
い
ち

か
ら
自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
作
っ
た
と
い
う
劇
。
練
習
の
努
力
が

垣
間
見
え
る
素
敵
な
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
高
校
２
年
生
・

高
校
３
年
生
は
複
合
作
品
と
し
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
あ
り
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
あ
り
と
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
他
の
学
年
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
映
像
作
品
を
つ
く
っ
て
お
り
、
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
部
活
動
に
よ
る
音
楽
発
表
や
有
志
に
よ
る
幕
間
発
表
の

数
々
も
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
方
、
展
示
発
表
で
は
、
中
学

１
年
生
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
中
学
３
年
生
に
よ
る
「
令
和
」

を
か
た
ど
っ
た
折
り
鶴
ア
ー
ト
、
中
学
２
年
生
や
高
校
１
年
生
に
よ

る
巨
大
作
品
な
ど
、
短
い
準
備
期
間
の
な
か
で
つ
く
り
あ
げ
た
と
は

思
え
な
い
素
敵
な
作
品
の
数
々
が
観
覧
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
発
表
と
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
色
が
文
化
祭
に
彩
り
を
与
え
、
楠
隼
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ

た
素
敵
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

中学校

２
名
が
海
外
派
遣
事
業
参
加
へ

　

1
年
3
組
の
大
矢
颯
樹
君
が
、
平
成
31
年
度
の
薩

摩
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
な

り
、
7
月
18
日
（
木
）
〜
31
日
（
水
）
の
期
間
で
、

イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
は
、
鹿
児
島
県
が
主
催
し
、
薩
摩

藩
英
国
留
学
生
ゆ
か
り
の
ロ
ン
ド
ン･

カ
ム
デ
ン
区
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー･

カ
レ
ッ
ジ･

ロ
ン
ド
ン
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）
で
毎
夏
に
行
わ
れ
る
英
国
教

育
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
、
ま
た
、
英
国
と
の
交
流
促
進
及
び
国
際
的
な
視
野
と
先
見
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
豊
か
な
感
性
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
作
文
と
面
接
に
よ
る
選
考
を
経
て
、
鹿
児
島
県

全
体
で
3
名
と
い
う
狭
き
門
を
突
破
し
、
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
年
2
組
の
上
村
豪
君
が
、
平
成
31
年
度
鹿
児
島
県
青
少
年
海

外
ふ
れ
合
い
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
8
月
28
日
（
水
）
〜
9
月

4
日
（
水
）
の
期
間
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
は
、

本
県
の｢

郷
土
に
学
び
・
育
む
青
少
年
運
動｣

の
実
践
事
業
と
し
て
、
本

県
と
の
関
わ
り
の
深
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
鹿
児
島
県
の
青
少
年
を
派
遣
し
、

交
流
活
動
を
通
じ
て
国
際
感
覚
や
故
郷
を
愛
す
る
心
の
醸
成
を
図
り
、
次

代
を
担
う
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
併
せ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の

友
好
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
全
体
で

10
名
程
度
の
参
加
で
、
政
府
機
関
の
表
敬
訪
問
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
な
ど
の

研
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
に
参
加
す
る
大
矢
君
は｢

現
地
の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
と
世
界
の
重
要

な
課
題
に
対
す
る
意
見
を
ぶ
つ
け
、
様
々
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
た
い｣

と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

異
文
化
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国

際
感
覚
を
養
い
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
お
い
て
、
国
際
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を
と
お
し
て
大
き
く
成
長
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

高校
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